
Ⅰ．問題と目的

筆者（村松）は，これまでの保育活動を通じ

て，保育士と非言語的コミュニケーションの間に

密接な関係があるのではないか，と考えることが

多かった。それは，保育士が表情豊かに関わろう

とするほど，子どもたちはその保育士との関わり

に引きこまれていくと経験的に感じてきたことに

よると思われる。

私たちが生活していく中で，他者とのコミュニ

ケーションはなくてはならないものである。そこ

では，音声や書字による言語を用いた情報伝達

（言語コミュニケーション）だけでなく，視線や

音声の抑揚・大きさ，顔面表情，身振り・姿勢や

動作，身体接触，空間行動，服装や化粧，さらに

は匂いやインテリアなど，言語以外の多岐にわた

る情報（非言語コミュニケーション）も用いられ

ており，これらの非言語的行動がより円滑なコ

ミュニケーションのために大きな比重を占めるこ

とは広く知られている（�木，２００６）。

特に表情は，非言語コミュニケーションの中で

も最も古くから大きな関心を集め，今日に至るま

で様々な方法で研究が行われている。例えば井

上・石川（２０１１）によれば，大学生によるピアカ

ウンセリングの結果，緊張・不安，抑うつ，怒

り・敵意，疲労，混乱の気分が有意に減少した一

方，活気が有意に増加した。また，カウンセラー

に対する好感や信頼感がみられた場合の理由を
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概 要

本研究では，対話場面における非言語的情報としての聴き手の表情の有無が，話し手の気分

変化，「聴いてもらえた」満足感および聴き手に対する印象に及ぼす影響について，話し手の

性格との関連で考察することを目的として，性格特性及び気分状態についての質問紙検査の

後，聴き手の表情が見える／見えないの２条件で面談を行い，面談後に再び気分状態・聴き手

の印象・「聴いてもらえた」感について質問した。主な結果として，聴き手の表情の有無に関

わらず「緊張・不安」「自信喪失・抑うつ」「敵意・怒り」「意欲低下・疲労」の気分が有意に

和らいだ。また「敵意・怒り」「意欲低下・疲労」は表情有無の両群を通じて有意に和らいだ

一方，「緊張・不安」は「表情なし」群で，「自信喪失・抑うつ」は「表情あり」群でのみ有意

に和らぎ，基調となる気分によって非言語的な変数としての表情の効果が異なる可能性が推測

された。
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「言語内容」「準言語」「非言語」およびそれらの

「複合的雰囲気」に分類したところ，「非言語」

に関する記載，とりわけ「笑顔」が６割強を占

め，相手との信頼関係を築く上での非言語的要

素，特に笑顔の重要性が確認されている。

上述の研究のように，実際の面接場面を設定

し，そこでの被験者（話し手）側の気分の変化な

どからコミュニケーションにおける非言語的要素

の効果を検証しようとする試みはこれまでにも行

われているものの，話し手が持っている性格特性

の影響を加味した検証は少ない。

そこで本研究では，対話場面における聴き手の

表情という非言語的な情報の手がかりの有無が，

面談前後の話し手の気分の変化にどのような影響

を及ぼすか，さらに，聴き手の「聴いてもらえ

た」という満足感や聴き手に対する印象に及ぼす

影響について，話し手の性格との関連も含めつつ

考察する。

Ⅱ．研究方法

Ⅱ－１ 対象

１９歳から２２歳の男女合わせて３０名

Ⅱ－２ 実施時期

２０１２年８月２６日から２０１２年９月１日

Ⅱ－３ 調査手続き

� まず，被験者（以下「話し手」）の性格特性

５因子を測定する Big Five 尺度（和田，１９９６）

の６０項目に「非常にあてはまる」から「まった

くあてはまらない」の７肢選択式で，同時に横

山・荒記（１９９４）による面接前の気分を測定す

る た め の 日 本 語 版 POMS 短 縮 版（以 下

「POMS」）の３０項目に「まったくない」から

「非常に多くある」の５肢選択式で，それぞれ

回答を求めた。

� 次に，話し手に「あなたの趣味について」

「あなたの性格について」「学生生活で頑張っ

たこと・頑張っていること」「今後やりたいこ

と・将来の目標」の話題から１つ以上を選択し

てもらい，１０分程度自由に話してもらった。調

査者（以下「聴き手」）は，相づちを打つ（「う

ん，うん」），話し手の言葉を繰り返す（「～し

たんですね」），軽く聴き手を促す（「それでど

うなりました？」）などの発話を除き，基本的

に話し手の話を傾聴する姿勢に徹した。その

際，聴き手がマスクを着けることにより目以外

の表情が定かでない条件（以下「「表情なし」

群」），及びマスクを着けずに面談を行う条件

（以下「「表情あり」群」）の２条件を設定し

た。なお「表情なし」群のマスクは，話し手が

面談前の POMS に回答している間に着用し

た。

� 面談終了後，面談前と同じ質問からなる

POMS への回答，および「聴き手の印象はど

れくらいよい・悪いと感じたか」「聴き手があ

なたの話をどれくらいよく聴いていた・いな

かったと思うか」の質問（各９段階）への回答

を求め，聴き手の印象と「聴いてもらった」感

についてはその理由を自由記述してもらった。

Ⅱ－４ 結果の処理

結果の量的処理には PASW� Statistics １７．０

および Microsoft� Office Excel ２００３を用いた。

Ⅲ．結果・考察

Ⅲ－１ 受容的な傾聴による気分の変化

POMS は，回答時の�「緊張・不安」，�「自

信喪失・抑うつ」，�「敵意・怒り」，	「元気

さ・躍動感」，
「意欲低下・疲労」および�「思

考力低下・当惑」の６種の気分の高低について測

定するものである。

まず，前後で，表情の有無に関わらず，どれく

らい気分の変化がみられたかを検討するため，

POMS ６因子それぞれについて，各因子を代表

する項目の正負をそろえた粗点の合計を「気分得

点」とし，面談前と面談後のそれぞれについて６

因子の気分得点を算出した。そして，面談前と面

談後の各因子の気分得点の平均を t 検定により調

べ た と こ ろ，「緊 張・不 安」（t＝－２．３９３，p＜

０．０５），「自 信 喪 失・抑 う つ」（t＝－３．２６１，p＜

０．０１），「敵 意・怒 り」（t＝－４．９８０，p＜０．０１），

「意欲低下・疲労」（t＝－３．７２９，p＜０．０１）の４

つで有意な差がみられた（表１）。

ネガティブ（不快）な気分に属する因子で，お

おむね面談後の気分得点が面談前よりも低くなっ

ていることから，面談前よりも面談後のほうが，

緊張・不安・イライラした気持ち・意欲低下・疲

れた，などの気分が有意に和らいでおり，自分の
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ことについて受容的に聞いてもらう経験自体が話

し手の気分に良い影響を与えていることが確認さ

れた。

Ⅲ－２ 非言語的情報としての表情の有無による

気分の変化

次に，非言語的情報の有無が面談前後における

気分の変化に影響を及ぼすかどうかを調べるた

め，６因子のそれぞれを代表する項目の正負をそ

ろえた粗点を，面談前及び面談後のそれぞれにつ

いて因子ごとに合計し，面談後の得点から面談前

の得点を引いて得られた得点をその因子における

「気分変化得点」と名付けて，以後の考察を進め

る。なお，この気分変化得点は，唯一ポジティブ

気分得点（面談後〉－（面談前〉の t 検定（表１）

対応サンプルの差
t 値

自
由
度

有意
確率 p

（両側）平均値 標準偏差
平均値の
標準誤差

差の９５％信頼区間
下限 上限

�緊張・不安 －１．３４５ ３．０２７ ．５６２ －２．４９６ －．１９３ －２．３９３＊ ２８ ．０２４
�自信喪失・抑うつ －１．３００ ２．１８４ ．３９９ －２．１１５ －．４８５ －３．２６１＊＊ ２９ ．００３
�敵意・怒り －１．４６７ １．６１３ ．２９５ －２．０６９ －．８６４ －４．９８０＊＊ ２９ ．０００
	元気さ・躍動感 －．２３３ ２．７７５ ．５０７ －１．２７０ ．８０３ －．４６０ ２９ ．６４９

意欲低下・疲労 －２．３３３ ３．４２７ ．６２６ －３．６１３ －１．０５４ －３．７２９＊＊ ２９ ．００１
�思考力低下・当惑 －．３３３ ２．９９８ ．５４７ －１．４５３ ．７８６ －．６０９ ２９ ．５４７

* : p＜０．０５，＊＊：p＜０．０１。以下同じ

「表情なし」「表情あり」各群の気分変化得点平均（表２）

表情

�
緊張・
不安

�
自信喪失・

抑うつ

�
敵意・
怒り

	
元気さ・
躍動感



意欲低下・

疲労

�
思考力低下・

当惑
なし 平均値 －１．００ －１．３３ －１．３３ －．８０ －１．５３ －．４７

度数 １４ １５ １５ １５ １５ １５
標準偏差 １．６６４ ２．５２６ １．９５２ ２．４５５ １．７２７ １．８０７

あり 平均値 －１．６７ －１．２７ －１．６０ ．３３ －３．１３ －．２０
度数 １５ １５ １５ １５ １５ １５
標準偏差 ３．９４０ １．８７０ １．２４２ ３．０３９ ４．４７０ ３．９１３

分散分析表（表３）

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
�緊張・不安×表情
の有無

グループ間（結合） ３．２１８ １ ３．２１８ ．３４３ ．５６３
グループ内 ２５３．３３３ ２７ ９．３８３
合計 ２５６．５５２ ２８

�自信喪失・抑うつ
×表情の有無

グループ間（結合） ．０３３ １ ．０３３ ．００７ ．９３５
グループ内 １３８．２６７ ２８ ４．９３８
合計 １３８．３００ ２９

�敵意・怒り×表情
の有無

グループ間（結合） ．５３３ １ ．５３３ ．１９９ ．６５９
グループ内 ７４．９３３ ２８ ２．６７６
合計 ７５．４６７ ２９

	元気さ・躍動感×
表情の有無

グループ間（結合） ９．６３３ １ ９．６３３ １．２６２ ．２７１
グループ内 ２１３．７３３ ２８ ７．６３３
合計 ２２３．３６７ ２９


意欲低下・疲労×
表情の有無

グループ間（結合） １９．２００ １ １９．２００ １．６７２ ．２０７
グループ内 ３２１．４６７ ２８ １１．４８１
合計 ３４０．６６７ ２９

�思考力低下・当惑
×表情の有無

グループ間（結合） ．５３３ １ ．５３３ ．０５７ ．８１２
グループ内 ２６０．１３３ ２８ ９．２９０

合計 ２６０．６６７ ２９

対話場面における聴き手の表情の有無が話し手の気分に及ぼす影響122



（快）な気分に属する	「元気さ・躍動感」を除

き，負の値になれば面談によりその気分が「軽減

した」といえる。

その上で，面談前後の６因子の気分変化得点に

ついて，「表情なし」群と「表情あり」群との間

で分散分析を行ったが，６因子のいずれにおいて

も有意な差はみられなかった（表２・３）。

そこで試みに，「表情なし」「表情あり」の各群

ごとに，６因子の気分得点が面談の前後で変化し

たかどうかを t 検定により調べた。その結果，

「表情なし」群では，緊張・不安（t＝－２．２４８，p

＜０．０５），敵意・怒り（t＝－２．６４６，p＜０．０５），意

欲低下・疲労（t＝－３．４４０，p＜０．０１）の因子に関

して有意な差がみられた。また「表情あり」群で

は，自信喪失・抑うつ（t＝－２．６２４，p＜０．０５），

敵意・怒り（t＝－４．９８９，p＜０．０１），意欲低下・

疲労（t＝－２．７１５，p＜０．０５）の因子に関して有意

な差がみられた（表４・５）。

以上より，「敵意・怒り」と「意欲低下・疲労」

の２つの因子については表情の有無に関わらず有

意に和らいだ一方，「緊張・不安」は「表情なし」

群でのみ，「自信喪失・抑うつ」が「表情あり」

群でのみ，それぞれ有意に和らいでいた。これら

の理由として，聴き手の表情が明らかでない場合

は，聴き手の感情を推測するための情報的手がか

りが少なくなる，つまり「聴き手にどう思われて

いるか」を示す変数が減った分，それに張りつめ

た注意を向けずに済んだことで，緊張感が低まり

かえって話がしやすくなる可能性が考えられた。

逆に聴き手の表情が明らかな場合は，自信喪失し

て落ちこみがちな気分が，話しながらそのつど聴

き手からの受容的な表情，というフィードバック

がもらえることで，自分の語りについての手ごた

えを確かなものにしていきやすくなり，それが話

し手の自信へとつながることが推測された。

Ⅲ－３ 気分についての各質問項目における気分

変化得点の比較

次に，分散分析により POMS 各質問項目にお

ける気分変化得点の差を「表情なし」群と「表情

あり」群と間で比較した。

� まず，「あれこれ心配だ」の質問項目で，表

情なしの場合に「あれこれ心配だ」という気分

が増進した一方，表情ありの場合にはむしろそ

の気分が軽減された（表６・７）。これは，聴

き手から表情による反応が得られないまま，

「話していることあっているかな」「きちんと

話せているかな」など心配しながら面談をして

「表情なし」群における気分得点（面談後）－（面談前）の t 検定（表４）

対応サンプルの差
t 値

自
由
度

有意
確率

（両側）平均値 標準偏差
平均値の
標準誤差

差の９５％信頼区間
下限 上限

�緊張・不安 －１．０００ １．６６４ ．４４５ －１．９６１ －．０３９ －２．２４８＊ １３ ．０４３
�自信喪失・抑うつ －１．３３３ ２．５２６ ．６５２ －２．７３２ ．０６６ －２．０４４ １４ ．０６０
�敵意・怒り －１．３３３ １．９５２ ．５０４ －２．４１４ －．２５２ －２．６４６＊＊ １４ ．０１９
	元気さ・躍動感 －．８００ ２．４５５ ．６３４ －２．１６０ ．５６０ －１．２６２ １４ ．２２８

意欲低下・疲労 －１．５３３ １．７２７ ．４４６ －２．４８９ －．５７７ －３．４４０＊＊ １４ ．００４
�思考力低下・当惑 －．４６７ １．８０７ ．４６７ －１．４６８ ．５３４ －１．０００ １４ ．３３４

「表情あり」群における気分得点（面談後）－（面談前）の t 検定（表５）

対応サンプルの差
t 値

自
由
度

有意
確率

（両側）平均値 標準偏差
平均値の
標準誤差

差の９５％信頼区間
下限 上限

�緊張・不安 －１．６６７ ３．９４０ １．０１７ －３．８４９ ．５１５ －１．６３８ １４ ．１２４
�自信喪失・抑うつ －１．２６７ １．８７０ ．４８３ －２．３０２ －．２３１ －２．６２４＊ １４ ．０２０
�敵意・怒り －１．６００ １．２４２ ．３２１ －２．２８８ －．９１２ －４．９８９＊＊ １４ ．０００
	元気さ・躍動感 ．３３３ ３．０３９ ．７８５ －１．３５０ ２．０１７ ．４２５ １４ ．６７７

意欲低下・疲労 －３．１３３ ４．４７０ １．１５４ －５．６０９ －．６５８ －２．７１５＊ １４ ．０１７
�思考力低下・当惑 －．２００ ３．９１３ １．０１０ －２．３６７ １．９６７ －．１９８ １４ ．８４６

研 究 紀 要 第 ３３ 巻 123



いたためと考えられるのではないだろうか。一

方，聴き手の表情を確認しながら話せた場合

は，心配な気分が和らいだという可能性が考え

られる。

� また，「精力がみなぎる」では，聴き手の表

情が見えている場合に「精力がみなぎる」とい

う気分が増進し，表情が見えない場合には軽減

された（表８・９）。これは，聴き手の表情が

読みとれない場合には，興味をもって聞いてく

れているか，聴き手にどのように伝わったか，

話し手が判断するのが難しいため，積極的に話

しづらくなり，「頑張って話そう」「伝えよう」

という気分が，軽減されたためと考えられる。

一方，聴き手の表情が見えている場合には，聴

き手の受容的な態度や関心を表情からも読みと

り，「もうすこし話そう」と積極的な気分が増

進されたのであろう。

� さらに，「がっかりしてやる気をなくす」の

質問項目で，「表情なし」群では「表情あり」

群より有意にその気分が和らいでいた（表１０・

１１）。これは，もともと「がっかりしてやる気

をなくす」気分が強く，「失敗ばかりしてしま

う」「話しても上手に話せないだろうな」など

の気持ちも強まって自信がない状態で話した時

に，表情が見えないほうが，聴き手の表情を気

にせず話せることが影響していると考えられ

る。それに加えて，自分の言動に自信が持てな

い場合には，自分の満足感よりも他者からの評

価に重きを置きたくなりやすいことも背景に挙

げられるのではないか。それに対して聴き手の

表情が明らかな場合には，一般に受容的な眼差

しが向けられている，つまり話し手に対して聴

き手の気持ちが向いている感覚が，表情が定か

でない場合より強まることが推測される。この

印象の違いも，聴き手の表情を気にせず話せた

かどうかを左右する要因のひとつとなるのでは

ないだろうか。

項目「あれこれ心配だ」
における各群の

気分変化得点平均（表６）

表情
なし

平均値 ．２０
度数 １５
標準偏差 ．７７５

表情
あり

平均値 －．４７
度数 １５
標準偏差 ．８３４

合計 平均値 －．１３
度数 ３０
標準偏差 ．８６０

分散分析表（表７）

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
あれこれ心配だ
×表情の有無

グループ間（結合） ３．３３３ １ ３．３３３ ５．１４７＊ ．０３１
グループ内 １８．１３３ ２８ ．６４８
合計 ２１．４６７ ２９

項目「精力がみなぎる」に
おける各群の

気分変化得点平均（表８）

表情
なし

平均値 －．４０
度数 １５
標準偏差 ．７３７

表情
あり

平均値 ．２０
度数 １５
標準偏差 ．５６１

合計 平均値 －．１０
度数 ３０
標準偏差 ．７１２

分散分析表（表９）

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
精力がみなぎる
×表情の有無

グループ間（結合） ２．７００ １ ２．７００ ６．３００＊ ．０１８
グループ内 １２．０００ ２８ ．４２９
合計 １４．７００ ２９
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Ⅲ－４ 非言語情報としての表情の有無による印

象の差異

「聴き手の印象は，どれくらいよい・悪いと感

じましたか。」という質問に「とても良い」から

「とても悪い」までの９段階で，「聴き手は，あ

なたの話をどれくらい良く聴いていた・聴いてい

なかったと思いますか」という質問に「とてもよ

く聴いてくれた」から「全く聴いていなかった」

までの９段階でそれぞれ回答してもらった結果，

「表情なし」群と「表情あり」群との間に統計的

な有意差はなかったが（表１２・１３），「表情なし」

群より「表情あり」群の方が，わずかながら話し

手の聴き手に対する印象も聴いてもらった感じも

高かった。さらに回答者を増やすことにより検討

することが課題であろう。

Ⅲ－５ 性格の BIG FIVE ５因子と気分変化と

の相関

最後に，表情の有無をこみにして，Big Five

尺度から得られた性格特性と気分変化得点との関

連があるかどうか，考察を加えておく。

性格特性の５因子について，それぞれを代表す

る項目の正負をそろえた粗点の因子ごとの合計

と，６因子の気分変化得点について相関を調べて

みると，「誠実性」と「自信喪失・抑うつ」（r＝

０．４０１，p＜０．０５）および「調和性」と「思考力低

下・当惑」（r＝０．４５６，p＜０．０５）との間で有意な

正の相関が，「情緒不安定性」と「緊張・不安」（r

＝－０．５２９，p＜０．０１）および「情緒不安定性」と

「思考力低下・当惑」（r＝－０．６１９，p＜０．０１）の

間で有意な負の相関がみられた（表１４）。

まず誠実性が高い人ほど自信喪失・抑うつの気

分が増進したのは，聴き手に対し折り目正しく話

をしようとしていた真面目な話し手ほど，面談１０

分間を振り返り「きちんと話せていただろうか」

「もっと違う言い方があったのに」と自身の達成

感が揺らぎやすく，その分沈んだ気持ちにも抱き

やすいためだと考えられた。また調和性が高い人

ほど思考力低下・当惑が増進したのは，調和性の

項目「がっかりしてやる気
をなくす」における各群の
気分変化得点平均（表１０）

表情
なし

平均値 －．７３
度数 １５
標準偏差 ．７０４

表情
あり

平均値 －．２７
度数 １５
標準偏差 ．４５８

合計 平均値 －．５０
度数 ３０
標準偏差 ．６３０

分散分析表（表１１）

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
がっかりしてや
る気をなくす×
表情の有無

グループ間（結合） １．６３３ １ １．６３３ ４．６３５＊ ．０４０
グループ内 ９．８６７ ２８ ．３５２
合計 １１．５００ ２９

「聴き手の印象」・
「聴いてもらえた感じ」の

各群平均値（表１２）

聴き手
の印象

聴いて
もらえ
た感じ

表情
なし

平均値 ７．９３ ８．４０
度数 １５ １５
標準偏差 ．８８４ ．７３７

表情
あり

平均値 ８．３３ ８．６７
度数 １５ １５
標準偏差 ．７２４ ．７２４

合計 平均値 ８．１３ ８．５３
度数 ３０ ３０
標準偏差 ．８１９ ．７３０

分散分析表（表１３）

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率
聴き手の印象×
表情の有無

グループ間（結合） １．２００ １ １．２００ １．８３９ ．１８６
グループ内 １８．２６７ ２８ ．６５２
合計 １９．４６７ ２９

聞いてもらえた
感じ×表情の有
無

グループ間（結合） ．５３３ １ ．５３３ １．０００ ．３２６
グループ内 １４．９３３ ２８ ．５３３
合計 １５．４６７ ２９
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高い人が，聴き手が望んでいることに合わせて話

そうと配慮することで，「このような話で聴き手

の期待に沿えているのだろうか」という懸念も高

まりやすいことを示唆していると考えられた。

一方，情緒不安定性が高い人ほど面談によって

緊張・不安や思考力低下・当惑が低減したのは，

情緒不安定性の高かった人が，受容的な聴き手と

話すことで気持ちが落ち着き，それに伴って緊張

や不安などの気分が和らぐと同時に，考えや気持

ちを整理しながら話す余裕が生じたことによるこ

とが考えられた。

Ⅳ．まとめ

本研究では，非言語情報としての面談時の聴き

手の表情が，面談前後の気分の変化に及ぼす影響

について検討した。その結果，面談前後に行った

POMS では，表情あり・なしに関わらず，「緊

張・不安」「自信喪失・抑うつ」「敵意・怒り」

「意欲低下・疲労」の気分の改善がみられた。こ

のことから，自分のことについて受容的に聞いて

もらう経験自体，話し手の気分に良い影響を与え

ていることが改めて確認された。

次に，「表情あり」「表情なし」の各群ごと

に，６因子の気分変化得点が面談の前後で変化し

たかどうかを調べ，非言語的情報の有無が面談前

後における気分の変化に及ぼす影響を検討した。

結果，「敵意・怒り」と「意欲低下・疲労」の２

因子については表情の有無に関わらず有意に和ら

いだ一方，「緊張・不安」は「表情なし」群での

み，「自信喪失・抑うつ」が「表情あり」群での

み，それぞれ有意に和らいでいた。このことか

ら，緊張感が高いときには，表情という非言語的

な情報の手がかりが少なくなることで話がしやす

くなる一方，自信喪失感が高い場合は，話しなが

らそのつど聴き手からの表情のフィードバックが

もらえることで自分の語りについての手ごたえを

確かなものにしていきやすくなる可能性が考えら

れた。

また，話し手の聴き手に対する印象や聴き手に

どれくらい聴いてもらえたと感じたかについて

は，全体的に印象が良く，よく聞いていてくれた

と感じていて，表情の有無による有意な差はみら

れなかったが，いずれもわずかに「表情あり」群

の方が「表情なし」群より高く，今後のさらなる

検証が必要と考えられた。

最後に，Big Five 尺度による性格特性と気分

変化得点との相関をみてみると，情緒不安定性が

高い人ほど，緊張・不安が和らぎ，思考力低下・

性格５因子と気分変化６因子の相関係数（表１４）

BIG FIVE 各得点
（粗点）

気分変化得点

Ⅰ外向性 Ⅱ情緒
不安定性

Ⅲ開放性 Ⅳ誠実性 Ⅴ調和性

�緊張・不安 Pearson の相関係数 －．１３４ －．５２９＊＊ －．１２７ ．１５４ ．３０７
有意確率（両側） ．４９５ ．００３ ．５１１ ．４２４ ．１０６
N ２８ ２９ ２９ ２９ ２９

�自信喪失・抑
うつ

Pearson の相関係数 －．１５４ －．３４４ －．０６０ ．４０１＊ ．０２８
有意確率（両側） ．４２６ ．０６３ ．７５５ ．０２８ ．８８５
N ２９ ３０ ３０ ３０ ２９

�敵意・怒り Pearson の相関係数 －．１０９ －．０３１ ．０５８ ．１３８ ．０７４
有意確率（両側） ．５７２ ．８７１ ．７６０ ．４６７ ．７０４
N ２９ ３０ ３０ ３０ ２９

	元気さ・躍動
感

Pearson の相関係数 ．１４６ ．１８５ ．１５４ －．０４４ －．３４３
有意確率（両側） ．４４９ ．３２８ ．４１７ ．８１７ ．０６８
N ２９ ３０ ３０ ３０ ２９


意欲低下・疲
労

Pearson の相関係数 －．１２７ －．３４２ －．１３６ ．１４０ ．２２９
有意確率（両側） ．５１３ ．０６４ ．４７３ ．４６２ ．２３２
N ２９ ３０ ３０ ３０ ２９

�思考力低下・
当惑

Pearson の相関係数 －．１４１ －．６１９＊＊ －．３０３ ．２１２ ．４５６＊

有意確率（両側） ．４６５ ．０００ ．１０４ ．２６０ ．０１３
N ２９ ３０ ３０ ３０ ２９

対話場面における聴き手の表情の有無が話し手の気分に及ぼす影響126



当惑が和らいでいた。また，誠実性が高い人ほ

ど，自信喪失・抑うつの気分が増進した。

一般に，コミュニケーションは表情豊かに行わ

れるのが良いとされているが，今回の研究で，必

ずしもそのように単純には言い切れない可能性が

示唆された。例えば，落ちこんだり，がっかりす

る気分を持ちやすい傾向にある人の場合には，聴

き手の表情という非言語情報が，かえって聴き手

の様子をうかがうための変数を増やすこととな

り，話すことへの負担感が増して，結果的に落ち

こみやがっかりする気分が増進してしまう可能性

も考えられた。この点のさらなる検証を含め，聴

き手の表情という非言語情報が，ネガティブな気

分を持ちやすい人にどのような影響を及ぼすかを

調べる，より有効な手立ての検討が今後の課題と

なるであろう。
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